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（
外
交
防
衛
委
員
会
）

防
衛
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
八
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

本
法
律
案
は
、
平
成
十
七
年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
の
大
綱
及
び
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
多
機
能
で
弾
力
的

な
実
効
性
の
あ
る
防
衛
力
を
効
率
的
に
整
備
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
統
合
運
用
体
制
の
強
化
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
に
対
す
る
体

制
の
整
備
、
情
報
部
門
の
改
編
、
陸
上
自
衛
隊
の
混
成
団
の
旅
団
化
を
行
う
と
と
も
に
自
衛
官
の
定
数
及
び
即
応
予
備
自
衛
官

の
員
数
を
改
め
、
あ
わ
せ
て
、
防
衛
庁
の
職
員
に
対
し
適
用
さ
れ
て
い
る
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
別
表
第
六
イ

教
育
職
俸
給
表

に
つ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（一）

一
、
自
衛
官
の
定
数
は
、
陸
上
自
衛
官
十
五
万
六
千
百
二
十
二
人
（
千
七
百
六
人
の
減
員

、
海
上
自
衛
官
四
万
五
千
八
百
六

）

人
（
三
十
六
人
の
減
員
）
及
び
航
空
自
衛
官
四
万
七
千
三
百
三
十
二
人
（
二
十
九
人
の
減
員
）
に
、
新
設
さ
れ
る
統
合
幕
僚

監
部
に
所
属
す
る
自
衛
官
四
百
七
十
六
人
及
び
改
編
さ
れ
る
情
報
本
部
に
所
属
す
る
自
衛
官
千
八
百
四
十
六
人
を
加
え
た
総

計
二
十
五
万
千
五
百
八
十
二
人
（
千
五
百
九
十
八
人
の
減
員
）
と
す
る
。

二
、
統
合
運
用
体
制
の
強
化
の
た
め
、
統
合
幕
僚
監
部
、
統
合
幕
僚
長
及
び
統
合
幕
僚
副
長
を
新
設
し
、
そ
の
所
掌
事
務
及
び

職
務
を
定
め
る
と
と
も
に
、
陸
上
幕
僚
監
部
、
海
上
幕
僚
監
部
及
び
航
空
幕
僚
監
部
の
所
掌
事
務
を
改
め
る
ほ
か
、
統
合
幕



- -2

僚
会
議
を
廃
止
す
る
等
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
。

、

、

、

三

高
度
な
情
報
能
力
の
保
有
と
そ
の
十
分
な
活
用
の
た
め

情
報
本
部
を
防
衛
本
庁
に
置
く
特
別
の
機
関
と
す
る
と
と
も
に

そ
の
所
掌
事
務
を
改
め
る
。

四
、
即
応
予
備
自
衛
官
の
員
数
を
八
千
三
百
七
十
八
人
（
六
百
二
十
六
人
の
減
員
）
と
す
る
。

五
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
に
対
す
る
破
壊
措
置

１

防
衛
庁
長
官
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
（
弾
道
ミ
サ
イ
ル
そ
の
他
そ
の
落
下
に
よ
り
人
命
又
は
財
産
に
対
す
る
重
大
な
被

害
が
生
じ
る
と
認
め
ら
れ
る
物
体
で
あ
っ
て
航
空
機
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
が
我
が
国
に
飛
来
す
る
お
そ

。

れ
が
あ
り
、
そ
の
落
下
に
よ
る
我
が
国
領
域
に
お
け
る
人
命
又
は
財
産
に
対
す
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
自
衛
隊
の
部
隊
に
対
し
、
我
が
国
に
向
け
て
現
に
飛
来
す
る
弾
道
ミ

サ
イ
ル
等
を
我
が
国
領
域
又
は
公
海
の
上
空
に
お
い
て
破
壊
す
る
措
置
を
と
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

防
衛
庁
長
官
は
、
１
の
場
合
の
ほ
か
、
事
態
が
急
変
し
１
の
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
る
い
と
ま
が
な
く
我
が
国
に

向
け
て
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
が
飛
来
す
る
緊
急
の
場
合
に
お
け
る
我
が
国
領
域
に
お
け
る
人
命
又
は
財
産
に
対
す
る
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
防
衛
庁
長
官
が
作
成
し
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
緊
急
対
処
要
領
に
従
い
、
あ
ら
か
じ
め
、
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自
衛
隊
の
部
隊
に
対
し
、
１
の
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
防
衛
庁
長
官
は
、
そ
の
命
令
に
係

る
措
置
を
と
る
べ
き
期
間
を
定
め
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
１
又
は
２
に
よ
る
措
置
が
と
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
を
、
速
や
か
に
、
国
会
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４

１
又
は
２
に
よ
り
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
破
壊
の
た
め
必
要
な
武
器
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
陸
上
自
衛
隊
の
第
二
混
成
団
を
廃
止
し
て
、
第
十
四
旅
団
を
新
設
す
る
。

七
、
防
衛
大
学
校
の
教
授
等
に
対
し
適
用
さ
れ
て
い
る
教
育
職
俸
給
表

に
係
る
経
過
措
置
の
規
定
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

（一）

所
要
の
切
替
措
置
等
を
定
め
る
。

八
、
本
法
律
は
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
七
は
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

な
お
、
本
法
律
案
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
自
衛
隊
法
第
八
十
二
条
の
二
（
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
に
対
す
る
破
壊
措

置
）
第
三
項
の
規
定
の
趣
旨
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
文
言
の
修
正
が
行
わ
れ
た
。


